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謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 
皆様には健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

 平成23年3月の東日本大震災から9年を迎えようとしています。 
 今日まで避難者の方々には多くの苦労があったことと思います。 避難者の方々の中には、長井市に住居を得、
ご活躍なされている方もございますが、将来に不安を抱えたままの方もおられます。 
 社会福祉協議会では、避難者の皆様に寄り添いながら自立に向けた支援を行っております。昨年の秋の交
流会いも煮会では、以前長井市に避難された方の参加をいただき、今現在のお話や思い出話など、にぎやか
に懇談されておりました。   
 社会福祉協議会では、皆様のお役に立てるよう、務めてまいります。   
 本年も、皆様にとって良いお年であることをお祈り申し上げます 。 
  
              令和2年1月 
        長井市社会福祉協議会 事務局長 佐藤 剛 
 
 

新年のあいさつ 

 明けましておめでとうございます。令和初の年越しはいかがお過ごしでしたか。 

年末、母校の大学教授と話す機会がありました。２５年前の私の在学中とは違い、今では首都圏出身の

学生が殆どで地方出身者は少なくなったとのこと。この現象は首都圏の他大学でも同様で、最大の原因は

少子化であり、首都圏出身の学生によほどの意志と地縁がなければ、地方が就職先として選択肢にも入っ

てすらいないことなど、地方への指向性が失われつつある現代社会を裏付けているような話に、何故か長

井に暮らす自分自身を重ねるのです。 

 

今年の３月には震災から１０年目を迎え、この間、子は育ち、私たちは平等に齢を取り、長井で得た地

縁は少しずつ濃くなっていることと思います。１０年ひと昔と言われますが、私たちが社会から“見え

る”ことは、社会にとって意義があることと思います。どんな些細なことでもお話ができるような環境を

整えながら、会を運営してゆく考えですので、是非、会員の皆様の各種イベントへのご参加をお待ちして

おります。 

最後となりましたが、本年が皆様にとって良い年になることを願い、挨拶とします。 

                             きびたき長井甦るの会 

                              代表 鈴木 大介 

 
令和元年度 第１０回定期交流会  

 
 

 
  

 新しい年を迎え、ご家族と賑やかなお正月をお過ごし

のことと思います。さて、今年も毎月第４木曜日を基本

に定期交流会を開催いたします。 

 今月は簡単にできる絵手紙教室を右記のとおり企画

いたしました。その時々の花や果物、野菜等を題材に

自作の絵手紙を大切な人や親しい友人に送りません

か。 

 お忙しい時期ではありますが、皆さんのご参加をお待

ちしています。 

 なお、申し込みはお電話でお願いします。 
                   
               
  
  

 

                
 日 時  ： １月１６日（木） 午前１０時～１２時 

   （今月は都合で第３木曜になりました。） 

  会 場  ： 老人福祉センター面接室 

  内 容  ： 絵手紙教室 

  講 師 ： 吉野健太郎 様 

  会 費  ： 無料 

  申込締切 ： １月１４日（火） 
  申込・問合せ先 ：  
   長井市社会福祉協議会 

   ☎ ８８－３７１１ /  ８７－１８２２  

           （担当：手塚・鈴木まで） 

※２月の土曜か日曜、日程はまだ決まっていませんが、

餅会をメインにした冬の交流会を開催予定です。お子さ

んの参加も大歓迎です。豪華賞品も用意しています。大

勢のみなさんの参加をお待ちしています。 



小・中学生
高校生・一般

 
～令和元年度 第９回定期交流会～ 門松を作ってきました！ 
 
 １２月１９日（木）、シルバー人材センター主催の門松作り教室に 

参加してきました。 

 材料はすべて用意されており、テーブル毎に講師の先生がいて教え 

て頂けるので、作業はスムーズに進めることができました。ただし、 

良し悪しは本人の美的センスが重要で、その辺は難しいものがありま 

した。 

 最初はミルク缶の空缶にこも（ゴザ）を巻いて、黒の麻縄で、 

上から3回、5回、７回と巻く。こもの下の部分は広げて台にする。 

缶の中に土を詰めて、そこに3本の竹、竹を固定するために杉の葉を 

缶に詰め、松、松ぼっくり、南天、南天の実（紅・白）などで飾り付 

けて出来上がりです。完成品は右の写真を見てください。それぞれの 

個性が出た作品になりました。バンザーイ！ 

 自作の門松で新年を迎える準備ができ、達成感のある交流会になり 

ました。 

 年神様は正月飾り（しめ飾り、門松）を目印にやって来て、そこに 
宿ります。しめ飾りは家にお迎えした年神様にお正月の間とどまって 
もらう重要な役割があります。一般的には30日までに飾り付け、片付 
けるのは松の内（7日まで）と15日頃までとまちまちです。 

 
  道照寺平スキー場が 

         オープンします！ 
  
 長井市営の「道照寺平スキー場」が１２月２１日（土）か

らオープンの予定でしたが、雪が降らないため、２１日は

安全祈願祭だけ行なわれました。降雪状況をみて、営業

開始になります。 

◇スキー場情報は「エフエムい～じゃんおらんだ 

ラジオ」にて随時お知らせします。 
 ・営業日： 降雪状況で～３/８（日）まで 
 ・営業時間：ＡＭ９：００～ＰＭ４：３０ 

 ・ヒュッテ：ロープ塔の運行に合わせて開館します。 
 ・駐車場有 
 ・料金： 
        
 
 
 
◇市内小・中学生は毎週土曜日午前中のみ無料です。   
＊スキー場には市街より車で１５分位で行くことができま
す。長井ダム方面へ向かって左側になります。ソリ用ゲ
レンデもありますので、小さいお子様でも 楽しめます。   
 ※問合せ：道照寺平スキー場ヒュッテ ☎８８－１１８７ 
        市生涯スポーツ課 ☎８８－５６６１ 
 

     
  
 
 下記の条件付きでの貸し出しとなりますが、ぜひ克
雪対策に利用ください。 
 
 ①自宅周りの除雪であること。 

 ②除雪機の予約がない時の利用であること。 

 ③保険については、利用者が加入すること。 
 
 ※運搬はこちらで行います。（車の手配のため、余 
     裕をもって、早めに申し込んでください。） 
 ※入っている燃料は無料です。（ただし、追 加で燃 
   料が必要な場合は、ご負担願います。） 
 
問合せ先 ：長井市ボランティアセンター 
             （長井市社会福祉協議会内） 
         ☎８８－３７１１まで 

 
明けましておめでとうございます。 

  
 東日本大震災から約９年の年月が経ちました。被災

地では徐々に復興の兆しが見えてきた所もありますが、

残念ながらもう少し時間がかかりそうな地域もあるよう

です。 

 皆さんは大変な状況を過ごしながらも、長井の生活、

また、雪国の生活にも慣れてきたように感じられます。 

 今年も昨年同様、1か月に１回ネットワーク通信を発

行し、その他配布物を持って訪問いたします。また、楽

しみの場、ストレス解消の場、ふれあいの場として毎

月第４木曜日（都合により変更する場合あり）に定期

交流会を開催いたします。 

 今年も皆様のお役にたてるよう、様々な活動に努め

てまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 希望されること、相談したいこと、頼みごと何でも良

いですので、遠慮しないで申し出て頂ければ嬉しいで

す。 

   生活支援相談員   手塚 富美子 ・ 鈴木 かおり 

               
  
  
    
        

お知らせ 
明けましておめでとうございます。 

今月はご年始として、パウンドケーキとごみ袋（可燃・プ

ラ用）各１袋を持って訪問いたします。パウンドケーキは、

震災後長井に避難された方が中心にお菓子づくりしてい

る伊佐沢チェリッシュさん手作りです。不在の時は、ドア

ポストから入れていきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

回数券（１１回分） 半日券 一日券
小・中学生 ３００円 ６２０円

高校生・一般 ５１０円 ９３０円

３００円
５１０円


